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［目的］陰茎勃起 は乳児 に お い て は睡 眠中の 50％，

RE睡 眠 中の 84％の期 間に観察され ， そ の 制御 には

自律神経系が 関与する こ とが 知 られ て い る ．陰茎

勃起は ヒ ト胎児に お い て も睡眠現象を理解するう

えで重要な指標 で ある．こ の ような背景か ら，妊娠

末期ヒ ト胎児に陰茎が勃起する現象が存在するか

否か に つ い て検討 した ．匚方法］当施設で 管理 を受

けた妊娠 36−39週 の 正常発育 を示す男児 56例 を対

象とした．母体経腹的に超音波断層法を用 い て胎

児陰茎を同定 し， 陰茎 長を測定 した ．本研 究で は
，

尿道が陰茎 の正中に認め られる 長軸像を観察の 基

準断面と し，包皮 の先端 から陰茎根まで の 長 さを

陰茎 長と定義 した．任 意の時刻 に観察を 開始 し， 1

分毎に 1回つ つ 60分 間陰茎長 を測 定した．30例 に つ

い て は デ ータ欠損の た め に解析か ら除外 した．残

る 20例 の胎児陰茎長 を最小 二 乗 メ ヂ ア ン 法を用 い

て統 計学的な解析 を行 っ た．［成績］20例の 陰茎長

の最小 値は1．3cm， 最大値 は2．7cmであっ た，個 々 の

症例 に おけ る最小 値 と最大値 の 較差は 0．3cmか ら

0．9cmの 値 （平均値 0。6cm）を示 した．20例 中16例 で

陰茎長 は統計学的に 二 つ の 状態（勃起と弛緩）に 分

類 され た．勃起状態の各症例の 平均値は 1．　7cmか ら

2，5cmの 間の 値 （平均値 2．〔辷皿）を示 した．弛緩状態

の 各 症例の 平 均値 は 1，4cm か ら 2．Ocm（平均値

1．6cni）で あ っ た．また，勃起状態の 時間は 60分間

中 ， 8分間か ら45分間（平均値24分）の 間に分布 し

た ．［結論］妊娠末期 ヒ ト胎児 で は統計学的 に 陰茎

長は 大小二 つ の 状態 に 分類 され た ．臨界値 よ り大

きな値を示す状態は ， 数理 的に陰茎勃起 と云 うこ

とが で きる ．

　［目的］ ヒ ト臍帯 7ル ト ン 膠様質 （WJ） の主成分

で あ る ピ ア ル ロ ン酸の 細胞外基質に おけ る分布 と

そ の 産生 ・分泌細胞とされ て い る線維芽細胞 （FB）

の 正常妊娠経過に伴 う超微形態学的変化お よび

IUGR症例臍帯 で の ピ ア ル ロ ン 酸分布異常 の 有無を

検討する こ と．　［方法i 正期産正常分娩 （NP） 10

例 ， 妊娠18週と妊娠31〜32週 の 早期産 （PT）各2

例，お よ び妊娠3i〜34週 の 早期産 IUGR （PT−IUGR）

2例の臍帯中央部を材料 とし．カル ノ フ ス 串
一
固定

液で前固定後 ， 放線菌 ピ ア ル ロ ニ ダーゼ 消化試験

を行い ，ル テ ニ ウ ム レ ッ ド染色 を兼ねた オ ス ニ ウ

ム 後固定 を行 っ た．樹脂包埋，超薄切片作製 ， 酢

酸ウ ラ ン ・レ イ ノ ー鉛二 重 染色 を 常法 に 従い行い

透過塑電顕で観察 した． ［成績］ 1）NP伊1，　PT例 と

も臍帯WJ内の膠原線維表面で は い ずれ の 妊娠週数

で も不定型 また は顆粒状構造を呈 し， ピ ア ル ロ ン

酸が観察さ れた．2）妊 娠18週 PT例 の WJ内FBで は粗

面小胞体の 発達が 著 し く，ま た ，妊娠 31〜32週PT

例 の WJ内FBの 周囲に は基底膜類似の 構造物が見 ら

れ ， そ の内部に顆粒状を呈 し ピ ア ル ロ ン 酸が観察

され
，

こ れ らPT例FBの細胞質内 eζ は脂肪滴はみ ら

れなか っ た．これ に対しNP例の WJ内FBの細胞質内

に は脂肪滴が多 く，また，細胞周囲の 基底膜類似

構造物 は少なか っ た ．3）妊娠 31〜 34週PT−IUGR例

の WJ内FBで はNP例 の 場合と同様 に ， 細胞質内に脂

肪滴が多量 に 認 め られ た ． ［結論］ 2）， 3）の 成績

か ら臍帯 は妊娠末期 に 向け退行性変化を来 し，と

くに 1UGR症例に お い て は こ の 退行性変化が早期に

出現する こ とが推定 され る．
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